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第 ２４ 回 例 会 報 告（１月１６日） 
 

【 出  席  報  告 】 

・会員数   ５３名          ・出席数   ４１名          ・欠席数  １２名 

・当日出席率   ８２．００％               ・前々回修正出席率   １００％ 

＜欠席会員＞平田､廣川､小堀､眞鍋､宮道､村上(裕)､大澤､坂本､重松 

〔免除会員〕青野(明)､檜垣(巧)､光藤 

<12/19欠席補填>(12/10今治南)木村､村上(修)､尾越､大河内  (12/16今治北)藤田､桑森､田﨑  

 (12/30今治北)平田､宮道､坂本 

◇会長報告・先週例会終了後ロータリークラブ事務局にて、1月定例理事会を開催しました。 

◇幹事報告・3月 1日(日)9時～10時、今治北 RC水源の森事業を開催します。今治市玉川町にてケヤキの植栽

を行います。雨天の場合は 3月 8(日)に順延。欠席補填対象になります。 

・3 月 19 日(木)～22 日(日)に、神戸 YMCA 余島野外活動センターにてライラセミナーが開催されま

す。参加ご希望の方は事務局までご連絡下さい。 

・首里城火災に対する支援金のお願いをしました。 

◇親睦活動委員会・お誕生日スピーチ・越智大輔会員：今治に帰って 24年になります。当時はがむしゃらに飛び

込み営業などしていましたが、最近は飛び込みが恐ろしくなってきました。もう一回行動を変え

ないといけないと思います。自分に甘えず、率先していくよう頑張ります。 

 

新年の抱負 
◆原竜也会員：48歳は人生時計だと 16時にあたります。人生時計とは、人生を 24時間に例え、72歳を一生と

考えることで、残された時間の感覚がリアルにわかります。16時だと、あと一仕事、二仕事すると飲みに行く

時間。自分に残された時間を真剣に考え、精一杯生きたいと思います。 

 

クラブ奉仕委員会アワー 
◆青野淳一クラブ奉仕委員長：ロータリーで歌う習慣は、シカゴロータリークラブが親睦か奉仕かで 2つに割れ

ようとした時、歌を歌い始めたことで意気投合し、存続できたことから始まりました。歌を歌うような気持で、

残りの半年を頑張っていきたいと思います。 

◆吉田透出席委員長：優秀な会員にまじめに出席報告してもらっています。100%が本日で 13回、残り半期で 20

回以上にしたいので、メイキャップの活用をお願いします。私の人生時計は 18:30なので、これから懇親会が

始まります。 

◆小堀陽一郎職業分類委員長：今年度も地域の就業者構成と時代に即し、ロータリーの規定に則った職業分類

表を作成しました。特に未充填分類および新分類にあたる会員の入会に努力しました。残り半期、会員増強の

実現を目指します。 

◆越智大輔親睦委員長：3回の夜間例会とその他のお手伝いをしました。クイズ 1回と利き比べを 2回、余興を

やりました。最初は面倒でしたが、途中で気持ち良くなってきて、自分でも楽しめて良かったと思います。 

◆宮道勝敏プログラム委員長：委員会メンバーの協力で司会を何とか運営できました。本年度はなるべく欠席を

減らし、委員会メンバー一丸となってプログラム委員会の職務を全力で全うしていきます。 

◆平尾浩一郎ロータリー情報委員長：次回の情報委員会アワーは村上修三委員に代わってもらいます。今治ロー

タリークラブは全国で 13番目に発足しました。これから後半はミニ情報を用意したいと思います。 

◆吉武誠治会員増強委員長：田中会員が一名、新会員を推薦してくれました。この後、菅会長より 4 名の推薦

がある予定です。ノルマの達成が見えてきて、安心しています。 
 

次 回 例 会（１月２３日） 

【 特別例会 】 

      ＜会員誕生日祝＞ 山本  剛氏（1/27） 

      ＜入会記念日祝＞ 廣川 怜史氏（1/24） 

〔 俥屋 〕 
 


